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住みよいまちをめざして
平成2 年度予算(案) のあらまし

区
は
、
先
に
策
定
し
た
足
立
区

実
施
計
画
の
実
現
を
図
る
た
め
、

総
額
2
千
匐
億
円
余
に
の
ぼ
る
平

成
2
年
度
予
算
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
が
一
千
7
3
4

億
7
干
2
0
0万
円
で
、
前
年
度
比
9
.
2
%

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(左

表
参
照
)

平
成
2
年
度
予
算
案
は
、
総
合

的
な
地
域
福
祉
施
策
の
展
開
、
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
と
生
涯
学
習
・
生

涯
教
育
の
推
進
、
産
樂
振
興
、
快

適
な
環
境
づ
く
り
を
基
本
的
な
考

え
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
案
の
主
要
事
業
を
足

立
区
基
本
構
想
の
6
本
の
柱
に
沿
っ

て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

平成2 年度足立区予算( 案) 概要

平
成
2
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

平
成
2
年
度
は
、
2
1世
紀
ま
で
あ

と
1
0年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
ま

た
、
私
に
と
り
ま
し
て
も
3
期
目
に

お
け
る
区
政
運
営
の
方
向
を
確
か
な

も
の
と
す
る
大
切
な
年
と
受
け
と
め

て
お
り
ま
す
。

過
去
9
年
間
、
一
貫
し
て
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
事
務
事
業
の
見
直

し
と
、
行
政
改
革
に
よ
り
培
わ
れ
た

行
財
政
の
体
質
強
化
を
パ
ネ
と
し
て
、

生
き
い
き
と
し
た
地
域
社
会
の
建
設

と
、
迫
り
く
る
高
齢
化
社
会
を
強
く

意
識
し
、「
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
人
生
8
0年

社
会
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」
の
基
礎

を
築
く
た
め
の
予
算
を
榻
成
い
た
し

ま
し
た
。

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
1

千
7
3
4
億
7
千
2
0
0
万
円
に
の
ぼ
り
、
前

年
度
当
初
に
比
べ
9
.
2
%の伸
び
と
な

り
ま
し
た
。
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
3

会
計
の
総
額
は
、
2
千
3
3
1
億
9
千
M

万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
に
比

ぺ
7
.
1
%の伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
を
褊
成
す
る
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
次
の
4
点
を
重
点
課
題
と
し

て
施
策
の
展
開
を
図
り
ま
し
た
。

第
一
点
は
。
総
合
的
な
地
域
福
祉

施
策
で
す
。

我
か
国
の
高
齢
化
は
、
世
界
に
類

を
み
な
い
速
さ
で
進
ん
で
お
り
、
社

会
経
済
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
に

及
ぼ
す
影
響
も
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
先
に

策
定
し
ま
し
た
「
地
域
福
祉
総
合
計

画
」
を
実
現
す
る
た
め
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
介
謾
が
必

要
な
老
人
を
抱
え
る
ご
家
族
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
福
祉
公
社
を
つ
。く

り
、
援
助
協
力
員
制
度
に
よ
る
地
域

相
互
扶
助
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
2
点
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

の
推
進
と
生
涯
学
習
・
生
涯
教
育
施

策
で
す
。

人
生
8
0年
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り

と
ま
ち
づ
く
り
の
椎
進
に
は
、
地
域

社
会
の
活
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
住

民
相
互
の
連
帯
と
、
住
民
と
行
政
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
学
習
活
動
の
核
と

な
る
住
区
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
学
習
グ
ル
ー
プ
の
育

成
を
図
る
な
ど
、昨
年
策
定
し
た
「
生

涯
学
習
推
進
計
画
」を
推
進
し
ま
す
。

第
3
点
は
、
本
格
的
な
地
域
経
済

施
策
で
す
。

地
域
活
力
の
源
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
地
域
産

業
の
振
興
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
産
業
を
育
成
し
、
活
性
化

を
図
る
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、
産
業
情
報
室
を
設
置

し
、
中
小
企
業
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
産
業
活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
、
企
業
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
作
成
の

基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

商
店
街
の
環
境
整
備
な
ど
、
産
業
振

興
懇
談
会
の
答
申
を
踏
ま
え
て
策
定

し
た
「
足
立
区
産
業
振
興
計
画
」
の

具
体
化
に
努
め
ま
す
。

第
4
点
は
、
快
適
環
境
誘
導
施
策

で
す
。

都
市
の
生
活
に
と
っ
て
最
も
必
要

と
す
る
も
の
は
、
快
適
な
都
市
機
能

で
あ
る
と
同
時
に
、
緑
と
水
と
い
っ

た
潤
い
で
あ
り
ま
す
。

四
ぢ
を
河
川
に
囲
ま
れ
た
区
の
特

性
を
生
か
し
、
水
の
回
廊
構
想
に
基

づ
い
て
豊
か
な
緑
と
清
流
を
復
活
さ

せ
、
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
る
ほ
か
、
基
幹
的
都
市
施
設
の
幣

備
を
積
極
的
に
進
め
、
居
住
環
境
水

準
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

平
成
2
年
度
予
算
は
、以
上
4
占

の
重
要
課
題
を
軸
と
し
て
、
第
二
次

基
本
計
画
に
掲
げ
た
事
務
事
業
を
牟

次
に
従
い
予
算
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
の
執
行
に
あ
た
り
手

し
て
は
、
C
I
手
法
を
積
極
的
に
屁

開
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
事
連

執
行
を
図
る
た
め
の
環
境
整
備
と
～

て
、
統
合
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
淮

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
呱

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区長　
古
性直ふるしょうただし
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調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
住
み
よ
い
足
立

予算案の内容
( 　　) 内は平成元年度当初

計画実現のための条件整備
平成7 年度オープンに凵けて、統合庁舎の建設をは 匕め、

総合情報システムを確立1 、区民サービスの一層の向上を
図っていきます。

◎ コンピュータの高度利用10 僮6 千3 万円
▼ システム開発委託( 41 合財務会計システムの開発)

▼ 端末機の増設29 台( い 計で280台)
◎ 庁舎建設1 僮380万円
新庁舎を中央本酊一丁1 に建設するための基本設計、実

施設計( 平成2 ～3 年度) 、r ンテリジェント化調査やオフィ

スレイアウト調査などをド 施します。

活
力
に
満
ち
た

自
立
す
る
ま
ち

駅
前
再
開
発
事
業
を
は
匕
め
、

魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成
と
地
元

商
工
業
の
育
成
等
、
ま
ち
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

◎
商
店
街
環
境
整
備
事
業
の
助
成

2
億
7
千
7
2
2
万
円

歩
行
者
が
安
全
で
快
適
に
買
い

物
が
で
き
る
よ
う
、歩
遣
の
カ
ラ
ー

化
を
進
め
る
ほ
か
、
商
店
街
の
環

境
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
商

店
街
を
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
変
え

る
た
め
に
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
イ

ン
ド
ウ
(
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
見
え
る

シ
ャ
ッ
タ
ー
匸
の
設
置
や
深
夜
灯

の
電
気
代
を
補
助
し
ま
す
。

◎
中
小
企
業
対
策

8
千
7
0万
円

区
内
の
全
企
業
の
事
業
内
容
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
ず
る
こ
と
に
よ

り
、
取
引
情
報
の
交
換
、
企
業
紹

介
、
技
術
情
報
の
提
供
な
ど
を
行

い
、
産
業
情
報
基
盤
を
充
実
し
ま

す
。平

成
2
年
度
は
製
造
業
約
9
千

社
を
対
象
に
し
ま
す
。

◎
市
街
地
再
開
発1

僮
9
千
7
0
9
万
円

商
店
街
の
振
興
、
市
街
地
の
環

境
整
備
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
竹
の
塚
駅
西
口
南
地
区

再
開
発
事
業
の
補
助
を
は
匕
め
、

北
千
住
駅
東
口
再
生
計
画
作
成
い

西
新
井
駅
西
口
地
区
の
再
生
計
画

承
認
申
諸
事
業
を
行
い
ま
す
。

◎
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

1
千
5
9
7
万
円

高
度
情
報
化
社
会
の
中
で
、
皆

さ
ん
の
多
種
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
身
近
な
区
政
情
報
を
提

供
す
る
ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
『
あ

い
ネ
ッ
ト
2
1』
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。
情
報
の
質
・
量
を
充
実
し
。、

区
民
相
互
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

◎
く
ら
し
の
便
利
帳
の
発
行

5
千
6
1
8
万
円

皆
さ
ん
お
な
し
み
の
リ
ブ
ー
イ

ン
(
く
ら
し
の
便
利
帳
)
を
発
行

し
ま
す
。
区
の
窓
口
案
内
を
は
し

め
、
生
活
情
報
を
満
載
し
て
お
届

け
し
ま
す
。
平
成
2
年
7
月
末
発

行
予
定
。

自然と
ふれあえる

潤いのあるまち

緑
と
水
の
豊
か
な
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
河
川
・
水
路
の

螯
懶
や
魅
力
あ
る
公
園
の
造
成
に

力
を
入
れ
ま
す
。

◎
親
水
水
路
の
整
備

2
8
億
1
千
2
6
4
万
円

区
は
、
四
方
を
河
川
に
囲
ま
れ

た
特
徴
を
生
か
し
て
、
水
の
回
廊

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
一

環
と
し
て
、
公
共
下
水
道
の
整
備

に
あ
わ
せ
、
既
存
の
水
路
を
憩
い

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備

え
た
も
の
に
再
生
し
ま
す
。

▼
葛
西
用
水
親
木
水
路
整
備
(
3
～
4

期
)
、
大
谷
田
一
一
五
丁
目
、

六
水
三
丁
目
I
神
明
三
丁
目

▼
八
か
村
落
し
親
水
整
備
、
東
和

一
上
二
丁
目

▼
中
居
堀
親
水
整
備
、
谷
中
一
丁

目
丿
綾
瀬
七
丁
目

▼

竜
井

堀
親

木

盤
備

、
青

炸
五

丁

目

～

弘
道
二

丁

目

▼

赤
山

街
道

親
水

蟄

備

、
束
伊

具

一
丁
目

な

ど

◎

荒
川
河

川

敷
緑

地

の
整

備

2
億
5
千
7
9
7
万
円

過
密

都
市

の

オ
ー

プ
ン

ス

ペ
ー

ス
と
し

て
、ス
ポ

ー
ツ
、レ
ク
リ

ェ
ー

シ

ョ

ン

、
生

態
保

全

、
災

害
時

の

避
難

場

所
な
‘ど

、
多
目

的

に
利

用

す
る
た
め

、河
川

敷
を
整

倫
し
ま

す

。

▼
五

反

野
グ
ラ

ン
ド
(

吹

き
揚

げ

護

岸
工

事

の
調
査
)

▼
千

住
新

橋

グ
ラ

ン

ド
(
野

球
場

、

自

由

広
場

造
成

工

事
}

▼
江

北
橋

緑

地
(

誕
岸

工

事
)

▼
鹿

浜
橋

緑

地
(

工
翦

の

設
計
)

▼
足

立
区

中

火
河

川
公

園
基

本

計

画
◎
い

こ

い
と

ふ
れ

あ

い
の

広
場

5
億
4
千
9
7
6
万
円

ま

ち

の
中

に
ゆ

と
り

あ

る
空

間

を
つ

く

り

、
都
市

緑
化

、
や
す

ら

ぎ

、
コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
ー
の
場

な

ど

の
機

能
を

演

出
し

た

「
ブ
チ

テ
ラ

ス
」
を
設

置
し

ま
す

。

◎
公
園
の
造
成
4
億
2
千
4
7
8
万
円

都

市
生

活

に
失

わ
れ

が
ち

な

、

憩

い
と
安

ら

ぎ
の

場
を

提
供

す

る

と
と

も
に

、
緑

化

、
防

災

の
拠
点

を
確

保
す

る

た
め

、
六

木
第
二

公

圍
を

は
じ

め

、区

内
5

ヵ
所
の
公

園

を

造

成
し
ま

す

。(
そ
の
ほ
か

、6

力

所

の
簡

易
造

成

、4

ヵ
所

の
設

計
)

葛西用水親水水路整備( その5) 工事佐野センター拠点部

計画案　鳥かん図

共
に
築
く心

ふ
れ
あ
う
ま
ち

す

べ
て

の
区

民

の
皆

さ
ん

が

、

人
尚

と
し

て
尊

叭

さ
れ

、
豊

か
な

生

活

か
お

く
れ

る
よ

う

、
地

域
の

人
々

の
助

け
あ

い

に
よ

る
住

み
よ

い
ま

ち
に

し
ま

す

。

◎
勤
労

福

祉
サ

ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の

設

置
　
5

億
4

千
5
5
4万
円

昭
和
5
8
年
度

に
発

足
し

た

足
立
K

勤

労
者

共
済

会
を

、
平

成
2

年
4

月

か
ら

公
益

法
人

化
し

、
鉗
足

立
K

勤

労

者
福

祉
サ

ー

ビ
ス

セ

ン

タ
ー

と
名

称
を

変
え

て
組

織

の
強

化

と

事
業

の
拡

大
を

図
り

ま
す

。

◎
特
別
養
護
老
人
ホー
ム
・
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「(
仮
)

扇

」の

建
設
　
1
3

億
7

千
万

円

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
っ
て
、

増
人
す
る
痴
呆
性
名
人
の
対
策
の

拠
点
樒
設
と
し
て
、区
内
で
4
番

目
の
特
養
ホ
ー
ム
。
。㈹
扇
」を
建

設
し
ま
す
。こ
の
施
設
は
、問
題

行
動
の
昔
し
い
お
と
し
よ
り
の
専

用
介
硬
棟
や
、高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
ター
を
併
設
し
、
お
と

し
よ
り
の
養
-
護
、
生
活
指
導
な
ど

の

デ
イ

ホ
1

ム

嘔
鳧

も
実

晧
し

ま

す
。

平
成
2

年
度

着
工
、

同
4

年

閧
設

予
定
。

◎
福

祉

公
社

の
運

営
3
億
7

千
9
8
1万

円

2
1吐
紀

を

展
望

し

た
人

生
8
0
年

時
代

の
仕

組

み

づ
く

り
の

一
環

と

し
て
、
福

祉

公
社
「
あ

い
あ

い
公

社
」
を
設

立

し
ま

す
。

こ
の
公
社
は
、
区
尺
の
和
互
援

助
方
式
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
(
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
)
を

巾
心
に
、
在
宅
福
祉
推
進
の
た
め

の
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

区
は
、
こ
の
公
社
の
設
齔
に
出

資
し
、
運
営
費
を
助
成
し
ま
す
。

◎
(
仮
)
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

の
建
設
　
1
3
億
8
千
1
0
6
万
円

心
身
に
障
害
を
も
つ
占
の
た
め

に
、
心
身
障
害
福
祉
」セ
ン
タ
ー
、

生
活
実
習
所
、
福
祉
作
業
所
の
機

能
を
統
合
し
た
「
癩
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
谷
在
家
三

丁
目
に
建
設
し
ま
す
。
区
で
は
、

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
と

合
わ
せ
て
、
心
身
障
害
者
の
通
所

訓
練
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
3
年
4
月
開
設
予
定
。

◎
防
災
生
活
圏
モ
デ
ル
事
業

1
億
3
千
9
4
1万
円

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
関
原
地
区
の
防
災
生

活
圏
モ
デ
ル
事
業
を
さ
ら
に
進
め

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
商
店
街
を
盤

備
し
、「
匐
防
災
ふ
れ
あ
い
の
森
」

の
造
成
を
行
い
、
安
全
で
住
み
よ

い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

◎
優
良
再
開
発
建
築
物
整
備
促
進

5
億
3
千
1
9
7
万
円

市
街
地
の
環
境
改
善
の
た
め
、

土
地
保
有
者
が
区
の
指
定
す
る
必

要
条
件
を
満
た
し
た
良
好
な
建
築

物
を
建
築
す
る
際
に
、
そ
の
資
金

の
一
部
を
区
が
補
助
し
て
い
ま
す
。

平
成
2
年
度
は
、
千
住
曙
町
地

区
の
高
度
化
促
進
型
、
綾
瀬
三
丁

目
地
区
の
共
同
化
型
を
対
象
に
助

成
し
ま
す
。

特別養護老人ホーム・高齢者在宅サービスセン

ター

( 仮) 扇　完成予想

図

( 仮) 西部障害福祉総合センター完成予想図

健
康
で
安
全
な

快
適
な
ま
ち

皆

さ

ん
の

健

康
と

安

全
を

確
保

す

る
た

め
、
保

健
事

業

の
充
実

や

ド

水
道

の
整

備

を
と

お
し

て

、
い

つ

ま
で

も
住

み

続
け

た

い
と
思

え

る

ま
ち

の
実

現

を
図

り
ま

す
。

◎

障
害

児
歯

科
診

療

4
千
7
2
4万

円

区

内

に
住

む
1
8
歳

木
満

で
、
中

軽
度

の
障

害
を
も

つ
方

を
対
象

に
、

歯

科
疾

忠
の

早

期
発

見
、
治
療

の

た

め
、
足
立
X

歯

科
医

師

会

に
診

療

を
委

託
し

ま
す

。

▼
実

施
時

期

…
平

成
2

年
1
0
月

▼
診

療

費
用
…
保

険
診

療

▼
実

施
予

定
数

…

詞
人

◎
寝

た

き
り

老

人
訪

問
歯

科
診

療

4
千
4
3
0
万
円

歯

科

診
療

を
受

け

る
機

会

が
少

な

い
在

宅
で

寝

た
き

り
の

お
と

し

よ

り
に

対
し

て

、
歯

科
医

師

が
訪

問
し

て

診
療

を
行

い

ま
す

。

▼
実

施
時

期
…

平
成
2

年
1
0
月

▼
診
療
費
用
…
保
険
診
療

▼

実
施

予
定

数

…
捌
人

◎
ひ

と

り
親
家

庭

の
医

療

費
助

成

2
億
5
千
8
1
7
万
円

1
8歳
未

満
の
。児
童
を

も
つ
母
子

・

父
7

」家

庭

に
対

し

、

。医

療

費
の

一

部
(

本

人

負
担

分
)

を

助
成

し

ま

す

。▼
実

施

時
期

…
平

成
2

年
4

月

か
ら

都
内

一
斉

▼
対

象

人
数

…
1

万
l

千

聊

人

◎

公
共

下

水
道

整
備

6
4億
3

千
7
5
0万
円

区

で
は

、
平

成
5

年

度
木

の
普

及

率

川
%

を
日

標

に
、
ド
水

道
整

備

を

進
め

て

い
ま
す

。
区

内

の
下

水
道
普

及

率

は
。平
成

元

年
度

末

で

刀
%

の
見

込
み

で
す

。
平

成
2

年

度

は
伸

明

南

匸
丿
目

ほ

か
2
5
力
所

の
枝
線
工

淅
を

行

い
、普
及

率
8
0
%

を

目
指

し

ま
す

。

交通の便 利な
発展 するまち

便
利
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
道
路
網
の

早
期
螫
佛
や
鉄
道
新
線
の
開
発
な

ど
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
体
系
的
整

備
を
図
り
ま
す
。

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備

1
6億
4
千
9
2万
円

ま
ち
づ
く
り
の
基
幹
的
要
素
で

あ
る
道
路
整
備
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

▼

計
画

道
路

造
成

工

事

○
補
助

第

砌
号
線

二

平
野

二
T

目
m
m

○
補

助
第
誚
号
綰
i

大
谷
一

一

。
'

二
丁

月

劭
m

○
区

画

街

路
第
4

号

線
…
F

仕

四

丁

目

▼

計
画

道

路
用

地
購

入

○
補
助

第
M

号

線
二

平
野

二
丁

目

、
島

根
こ
～
四

丁
目

○
補

助
第
2
5
1号

線
…

江
北

五
丁

目

○
納

助
第
3

号

線
…

舎
人
一
丁

五
丁

目

◎
常
磐
新
線
沿
線
開
発
調
査

6
千
2
0
0
万
円

こ
の
調
査
は
、
昭
和
6
3年
度
に

実
施
し
た
常
磐
新
線
沿
線
開
発
調

査
に
基
き
、
望
ま
し
い
路
線
、
駅

位
置
な
ど
を
具
体
的
に
調
査
検
討

し
、
都
が
作
成
す
る
基
本
計
画
に

反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

◎
北
千
住
駅
改
良
に
伴
う
周
辺
環

境
整
備
事
業

1
1
億
9
千
6
0
2
万
円

区
は
、
J
R

と
東
武
鉄
道
の
協

力
を
得
て
、
北
千
住
駅
東
西
自
由

地
下
道
を
拡
幅
す
る
と
同
時
に
、

壁
面
を
装
飾
し
、
区
の
表
玄
関
と

し
て
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

全
長
7
0
m
、
幅
U
m

、
平
成
3

年
3
月
完
成
予
定

豊
か
な
教
育
と
文
化
を

創
造
す
る
ま
ち

2
1世
紀
を
担
う
青
少
年
の
健
や

か
な
成
長
と
豐
か
な
教
育
を
保
障

し
、
皆
さ
ん
が
個
性
豊
か
な
生
活

を
営
め
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
り

ま
す
。

◎
教
育
設
備
の
拡
充

2
5億
3
千
1
0
4万
円

▼
入
谷
南
中
学
校
建
設
…
(
入

谷
町
剔
～
1
番
地
)
、普
通
教

禀
1
5
、
他
に
特
別
教
室
等
を

備
え
、
中
央
に
は
多
目
的
室

を
設
け
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、

グ
ル
ー
プ
学
習
、
集
会
な
ど

幅
広
く
利
用
し
ま
す
。
平
成
2

年
9
月
開
校
予
定

▼
千
寿
第
一
・
千
寿
旭
統
合
新

校
建
設
設
計
…
(
千
住
三
丁

目
3
0蓍
地
)
、平
成
3
-
4

年

度
建
設
、
同
5
年
4
月
開
校

予
定

▼
日
光
林
間
学
園
の
改
築
…
老

朽
化
し
た
建
物
を
近
代
的
な

設
備
を
備
え
た
施
設
に
全
面

改
築
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校

が
利
用
し
な
い
期
間
は
一
般

開
放
も
行
い
ま
す
。
平
成
2

年
9
月
開
・園
予
定

◎
教
育
内
容
の
充
実

6
億
7
千
5
2
3
万
円

児
童
・
生
徒
の
個
人
差
に
応
じ

た
学
習
を
実
現
す
る
た
め
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
す
る
c
A
I

教

育
を
導
入
し
ま
す
(
小
・
中
学
校

各
2
校
)
。
ま
た
、校
内
放
送
放
映

機
器
(
A
v
)
を
小
学
校
3
4杖
(
平

成
2
年
度
で
全
杖
完
了
}
に
設
置

し
ま
す
。

◎
(
仮
)
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
建
設
　
3
4
億
4
3
9
万
円

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
科
学

に
対
す
る
関
心
を
も
ち
、
積
極
的

に
体
験
学
習
す
る
よ
う
「
晦
児
童

文
化
セ
ン
タ
ー
」を
建
設
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、科
学
セ
ン
タ
ー
、

健
全
育
成
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能

を
も
ち
、
約
9
席
の
ホ
ー
ル
、
6
0

台
程
度
駐
車
で
き
る
地
下
駐
車
場

も
併
設
し
ま
す
。
平
成
4
年
9
月

間
毆
予
定

◎
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
の
改
築

1
2億
1
千
7
0
1万円

温
水
プ
ー
ル
の
老
朽
化
に
よ
る

改
築
に
合
わ
せ
、
地
域
体
育
館
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
併
設
し

た
綯
ス
イ
ム
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

を
西
保
木
間
四
丁
目
1
0番
に
建
設

し
ま
す
。
区
は
、
こ
の
施
設
を
区

内
第
2
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
占一
と
位

置
づ
け
、
気
軽
に
楽
し
め
る
施
設

と
し
て
連
営
し
ま
す
。
平
成
2
5
3

年
度
建
。設
、
同
4
年
4
月
開
設

千
定

◎
(
仮
)
東
綾
瀬
公
園
プ
ー
ル
・
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
建
設

1
億
3
千
7
9
9
万
円

都
は
、
東
綾
瀬
公
園
を
3
世
代

が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
し

て
、
全
而
改
修
す
る
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
、
区
で
は
、
現

在
あ
る
区
立
柬
綾
瀬
公
園
プ
ー
ル

を
取
り
壌
し
て
、
別
の
収
地
(
東

綾
瀬
三
丁
目
4
番
地
)
に
、
開
閉

ド
ー
ム
式
の
プ
ー
ル
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

プ
ー
ル
(
冬
季
は
ミ
ニ
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
場
)
を
建
設
し
ま
す
。
平

成
3
1
4

年
度
建
設
、
同
4
年
5

月
開
設
千
定

( 仮) 児童文化センター・ホール完成予想図

( 仮) スイムスポーツセンター完成予想図



1990年( 平成2 年) 3 月10日あ だ ち 広 報第858号 ( 4)

平成2 年度当初予算( 案)

キーワード で見る事業一覧

平成2 年度予算( 案) の主な事業をキ

ーワードでまとめてみました。その視

点と事業をご紹介します。

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
…
将
来

視
点

2
1世
紀
に
向
け
、
足
立
区
の
未

来
に
ふ
さ
わ
し
い
夢
と
期
待
を
込

め
た
施
策

▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
設
置
(
小
・

中
学
校
)
1

億
3
千
3
2
9
万
円

▼
廁
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
建
設
3
4

億
4
3
9
万
円

▼
学
校
適
正
配
置
(
統
合
新
校
設

計
委
託
)
3

千
Ⅲ
万
円

▼
日
光
林
間
学
園
改
築

1
3億
6
千
3
4
7
万
円

▼
遺
跡
発
掘
調
査
、
東
伊
興
町
1
　

千
㎡
8

千
3
0
0
万
円

▼
舎
人
新
線
・
常
磐
新
線
建
設
資

金
積
立
金
4

億
1
千
7
2
5
万
円

ア
メ
ニ
テ
ィ
…
快
適
環
境

視
点

身
近
な
生
活
環
境

、
都
市
基
盤

の
整
備
な
ど
快
適
な
生
活
環
境

を
整
備
す
る
施
策

▼
河
川
浄
化
(

垳
川
水
質
浄
化
)
　

1
千
9

万
円

▼
河
川
緑
地
整
備1

億
5

千
9
3
1万
円

▼
北
千
住
駅
改
良
に
伴
う
周
辺
環

境
整
備
1
1

一
億
9
千
6
0
2万
円

▼
親
水
水
路
の
整
備

2
8億
1

千
2
6
4万
円

▼
法
定
地
区
計
画6

億
6

干
3
5
2万
円

▼
防
災
生
活
圏
モ
デ
ル
事
業
(

関

原
地
区
)
1

億
3

千
9
4
1万
円

ヘ
ル
ス
…
健
康

視
点

健
康
で
生
き
い
き
と
し
た
明
る

い
生
活
を
お
く
る
こ
と
に
ポ
イ

ン
ト
を
お
い
た
施
策

▼
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

2
億
5
干
8
1
7
万
円

▼
障
害
児
歯
科
診
療
(
中
・
軽
度

の
障
害
児
)
4

千
7
2
4
万
円

▼
健
康
体
力
増
進
セ
ン
タ
ー
の
建

設
2

千
Ⅲ
万
円

▼
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目

的
広
場
造
成
6
億
9
千
2
8
4
万
円

▼
東
綾
瀬
公
園
プ
ー
ル
ーア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
場
の
建
設

1
億
3
千
7
9
9
万
円

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ィ
ー
…

産
業

視
点

産
業
振
興
と
地
域
経
済
活
性
化

の
た
め
の
施
策

▼
町
工
場
ス
ク
ー
ル
(
工
場
の
生

産
過
程
を
公
開
)
5
9
3
万
円

▼
産
業
情
報
の
収
集
と
提
供
(
企

業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
)

8
千
7
0万
円

▼
商
店
街
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

2
千
5
7
5
万
円

▼
商
店
街
環
境
整
備
(
道
路
カ
ラ
ー

舗
装
ほ
か
)
2
億
5
千
1
4
4
万
円

▼
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
設
置
5

億
4
千
5
5
4
万
円

シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
…

高
齡
化
社
会

視
点

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来

に
備
え
た
、
人
生
8
0
年
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
地
域
社
会
の
構
築

▼
福
祉
公
社
の
運
営

3
億
7

千
9
8
1万
円

▼
特
養
ホ
ー
ム
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
建
設

3
8億
9

千
9
5
9万
円

▼
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯
抖
診
療

(
6
5歳
以
上
)
4

千
4
3
0万
円

▼
老
人
家
事
援
釛
者
の
派
遺

1
億
5

千
9
6
7万
円

公
社
を
通
じ
て
行
う
主
な
事
業

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社

◎
区
民
著
作
の
本
の
出
版
と
販
売

3
7
5
万
円

区
民
か
ら
公
募
し
た
。作
品
を
公

社
が
出
版
し
ま
す
。こ
の
作
品
は
。

全
国
の
書
店
で
販
売
し
ま
す
。

◎
総
合
窓
口
制
度
の
O
A

化

3
千
3
2
8万
円

現
在
、
ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン

に
よ
る
野
球
場

、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
予
約
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
7

月
に
は
、
文

化
会
館
な
ど
ホ
ー
ル
の
座
席
予
約

シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
ま
す
。

◎
健
康
と
美
の
祭
典

3
5
9
万
円

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
系
の
ク
ラ
ブ
の
発
表
と
、

有
名
選
手
の
模
範
演
技
を
取
り
入

れ
た
祭
典
を
開
催
し
ま
す
。

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

◎
自
主
管
理
広
場
な
ど
快
適
環
境

整
備
の
援
助

6
千
9
6
6万
円

快
適
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

住
民
に
よ
る
自
主
管
理
広
場
、
歩

道
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

協
力
者
に
対
し
て
、
整
備
費
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

◎
彫
刻
の
設
置

5
千
6
6
5万
円

彫
刻
の
あ
る
ま
ち
の
景
観
を
整

備
し
、
文
化
的
で
快
適
な
心
ふ
れ

あ
う
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。
平
成
2

年
度
は
彫
刻
8

体
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
町
エ
場
ス
ク
ー
ル
の
整
備9

0
7
万
円

都
市
型
地
域
工
業
の
振
興
や
育

成
を
と
お
し
て
、
活
力
あ
る
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し

て
「
見
る
、
知
る
、
ふ
れ
る
、
つ

く
る
」
の
視
点
で
、
工
場
の
一
部

を
住
民
に
公
開
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
整
備
に
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
2
年
度
は
、
3
工
場
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

◎
自
主
事
業

1
億
Ⅲ
万
円

自
己
啓
発
事
業
(
ワ
ー
プ
ロ
、

茶
道
教
室
)
や
余
暇
活
動
、
生
活

安
定
の
た
め
の
事
業
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

◎
区
か
ら
の
受
託
事
業5

千
扣
万
円

勤
労
福
祉
会
館
の
管
理
運
営
を

は
じ
め
、
職
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

足
立
あ
い
あ
い
公
社

◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

S
万
円

登
録
し
た
援
助
協
力
会
貝
の
皆

さ
ん
を
通
匕
て
、
家
事
援
助
サ
ー

ビ
や
介
護
援
釛
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

平成2 年度中に開設する主な施設

北
千
住
駅
東
西
自
由
地
下
道

全長70m 幅7. 5m( 地下道の拡幅と内装)
夢幻の空間を表現した壁面( イメージ図)
平成3 年3 月開設予定

葛
西
用
水
親
水
水
路所在地足立区中川四丁目～大谷田五丁目

789m( 第三期工事分) 地下道 シンボxレタワー
平成3 年3 月開 設予定

(仮
)東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

鉄筋コンクリート造2 階建 延2, 789. 10m'
所在地 足立区神明南二丁目6 番
平成2 年4 月鬨設予定

毛
長
川
浄
化
実
験
施
設所在地 舎人四丁目地先

全長81m 幅2m2 水路
濾材に乳酸菌飲料のカラ容器を使用
平成2 年5 月開設予定

日
光
林
間
学
園
(
改
築
)

所 在地 栃 木県日光市所野1, 543- 2
規 模 敷 地面積34, 044m'

鉄筋コンクリート造 地上4 階地下1 階建
延6, 422 ㎡ 収 容定員 児童300 名、児
童用宿泊室30 室、学 習ホール3室、レク
リェーションホール、 多目的ホール等
平成2 年9 月開 園予 定

入
谷
南
中
学
校
(
新
築
)

所在地 足立区入谷町584- 1
規 模 校地面積14, 249m'

鉄筋コンクリート造4 階建
延7, 169m' 普通教室15 教室、特別教
室13 教室、体育館、プール( 25m6 コー
ス)、多目的室等 平成2年9月鬨校予定

都
市
計
画
道
路
補
助
第
2
5
8
号
線

足立区栗原二丁目～四丁目
東武線 のアンダーパ ス( 車道共用開始)
全長487m 幅員30m
平成2 年4 月開 通予定

荒
川
千
住
新
橋
緑
地

自由広場 延31, 170㎡
野 球 場4 面 フィットネスコーナー
平成2 年4 月開設予定

(仮
)神
明
住
区
セ
ン
タ
ー

鉄骨造2 階建 延838. 45㎡
1階 老人館、地域集会所2 階 児童館
所在地 足立区神明南二丁目6 番
平成2 年4 月閤設予定


